
白石正明さん（編集担当）が主観で解説する

全43冊

　シリーズ「ケアをひらく」は、『精神看護』での連載を経て書籍化されたものもいくつ
かあり、弊誌と縁が深いものがあります。シリーズの中には大宅壮一ノンフィクション賞、
小林秀雄賞、新潮ドキュメント賞、大佛次郎論壇賞などの賞を与った本もあり、また
同シリーズ全体が毎日出版文化賞を受賞するなど、24 年間にわたり多くの人から愛
され支持されてきました。
　編集担当者である白石正明さんが 2024 年 3 月で定年退職を迎えるという節目に
あたり、白石さんがどういう考えで各著者と本を作ってきたのかを、一冊一冊聞かせ
てもらうことにしました。決して公式ガイドブックには載らない作成秘話や裏話。この特
集で、あなたの知らない「ケアひら」を見つけてください。
（編集部注）分量の多少は、その本に対する評価とは関係ありません。背景的なことなど、補足説明する
必要がある事柄が多ければ分量が多くなりました。

特集

「科学性」「専門性」「主体性」といったことばだけでは
語りきれない地点から《ケア》の世界を探るシリーズ。
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